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１．研究計画の概要 
「アジア太平洋のフロンティア地域の国際
経営」に関して、3 つのアプローチにより研
究する。 
（1）アジア太平洋のフロンティア地域の国
際経営に関する理論的研究である。アジア太
平洋のフロンティア地域として、ベトナム、
カンボジア、ラオス、ミャンマー、タイ、中
国などを重点的に取り上げる。国際経営の理
論的視点として、国際比較経営、特に制度分
析の視点を重視した理論的研究を行う。すな
わち、特に国際経営環境としての各国の制度、
経済制度、政治制度、法制度、外資制度、企
業制度、コーポレートガバナンス制度、人的
資源管理制度などの研究を行う。さらに、日
本企業のアジア太平洋フロンティア地域へ
の企業戦略について、理論的研究を行う。 
（2）アジア太平洋のフロンティア地域の現
地調査である。アジア太平洋のフロンティア
地域として、ベトナム、カンボジア、ラオス、
ミャンマー、タイ、インドネシア、マレーシ
アなどの東南アジア諸国、中国などを取り上
げる。各国での日系企業、現地企業、現地機
関を中心とした聞き取り調査、資料収集を実
施し、国際比較経営の視点で分析する。 
（3）アジア太平洋のフロンティア諸国の地
域研究の視点での研究である。アジア太平洋
地域での最新の政治、国際関係、経済、人的
資源、社会、文化などの視点で各国の分析を
行う。さらに、アジア太平洋のフロンティア
地域での地域連携、貿易関係、投資関係など
についても研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）本研究の第 1 のアプローチであるアジ

ア太平洋のフロンティア地域の国際経営に
関する理論的研究では、特に制度分析の観点
からの研究が進展している。ベトナム、カン
ボジア、ラオス、ミャンマー、タイ、中国の
各国の制度としての法律、特に企業法、外国
投資法、労働法を重点的に研究した。さらに、
企業法・外国投資法とコーポレートガバナン
ス、労働法と人的資源管理について、国際比
較経営、制度分析の視点から理論的に考察し
た。 
（2）本研究の第 2 のアプローチであるアジ
ア太平洋のフロンティア地域の現地調査に
ついては、各国での日系企業、現地企業、現
地機関を中心とした聞き取り調査、資料収集
を実施した。現在その分析を行っている。 
（3）本研究の第 3 のアプローチであるアジ
ア太平洋のフロンティア地域の地域研究で
は、最新の政治、国際関係、経済、人的資源、
社会、文化などの視点で各国の分析を行って
いる。さらに、地域連携としてのＧＭＳ（大
メコン圏）開発，ＣＬＭＶＴ（タイ、ラオス、
ミャンマー、ベトナム、タイ），ＡＦＴＡ（ア
セアン自由貿易地域），ＡＳＥＡＮ，ＦＴＡ
（自由貿易協定）などの研究が進展している。 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
（1）アジア太平洋のフロンティア地域とし
てのベトナム、カンボジア、ラオス、ミャン
マー、タイ、インドネシア、マレーシア、中
国での現地調査、資料収集は順調に進展して
いる。 
（2）アジア太平洋のフロンティア地域の制
度分析の視点での研究については、ベトナム、



カンボジア、ラオス、ミャンマー、タイ、中
国の各国の経済制度、法律、特に企業法、外
国投資法、労働法の研究が進展している。各
国の制度分析による研究結果をすでに論文、
学会報告などで発表している。 
（3）アジア太平洋のフロンティア地域での
地域連携として極めて注目されるＧＭＳ（大
メコン圏）開発，ＡＦＴＡ，ＦＴＡなどの研
究が進展している。この研究結果をすでに論
文、学会報告などで発表している 
（4）日本企業のアジア太平洋フロンティア
地域への企業戦略について、研究が順調に進
展している。特に、最近日本企業の直接投資
国として極めて注目されているベトナムに
ついては、研究成果がかなり蓄積している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）本研究の成果を単著として出版する予
定である。また、学術論文および学会報告に
よる研究成果の公表も行う予定である。 
（2）最新の情勢と更なる研究のために、ベ
トナム、カンボジア、ラオス、ミャンマー、
タイ、中国などのアジア太平洋のフロンティ
ア地域への現地調査と資料収集を行う予定
である。 
（3）今後の研究の重点として、本研究の基
礎理論としての制度分析の理論的研究を行
う。制度理論は、経済学、政治学、組織論、
企業論、社会学などの分野で最先端の領域と
して研究されている。それらの研究成果を踏
まえて、アジア太平洋のフロンティア地域の
制度分析に関する体系的理論化を行いたい。 
（4）本研究の最終的なまとめに向けて、ア
ジア太平洋のフロンティア地域での国際経
営と特徴を、制度や比較経営の視点から体系
化したい。その場合、日本や欧米諸国の制度
との比較も行い、アジア太平洋のフロンティ
ア地域の国際経営に関して、実証的・理論的
考察を行いたい。 
（5）日本企業のアジア太平洋フロンティア
地域へのこれからの企業戦略について、今後
重点的に研究する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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